




































































































第 5 回　外部講師による特別講義 2「教員を志す方のために」（教科指導・教科外指導）
〈準備学習〉教科書第 2 章及び授業資料を参考にして次回テーマについて考察する。



















































































































































































本授業で中心的に用いているGoogle Classroomは、簡易なLMS（Learning Management System）
である。Google ドキュメント、Google フォーム等との連携が容易であり、工夫次第で多様な利用方
法が考えられる。昭和女子大学ではG Suite for Educationが使用可能で、学生個々に学内メールアド
レスが付与されている。Google Classroomへのアクセスは、学内メールアドレスに限定されているの
で、セキュリティーの面で有利である。さらに、Google Classroomでは、他のLMSに比べて機能が









る。なお、本授業は、BYOD（Bring Your Own Device）を基本としているので、授業中にスマート
フォンを使用することは制限していない。授業中、気になったことをインターネットなどで調べるこ
とはもちろん許容している。また、試験は資料の持ち込み可としているが、スマートフォンの持ち込
5 これらの学生の意見は、Google フォームを用いて受講者に対して2017（平成29）年 8 月 1 日～10日に実施し
た「教職概論最終日アンケート」に寄せられた意見から抜粋したものである。以下、学生の意見は、同アン
ケートによるものである。
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